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新しい「地球学」への胎動 ―これまでの活動総括と今後への展望― 

拠点リーダー 安成哲三（地球水循環研究センター） 

 
本 COEプログラム「太陽・地球・生命圏相互作用

系の変動学」も、開始以来 1年半が過ぎ、これまで
の活動を総括し、今後の方針を考えるべき時期にき

ました。このプログラムが採択された時、21 世紀
COE の審査委員会から出された宿題あるいは懸念
が、「このような広いテーマでの研究・教育における

連携と協働をどのように行っていくのか、いけるの

か」という内容でした。もちろん、まだ完全な解答

を準備できている段階ではありませんが、研究、教

育サイドとも、確実に進んでいることをまずお伝え

したいと思います。 
この COEプログラムは、拠点メンバー教員、研究

協力教員、ポスドク研究員および DC 研究員
（Research Assistant）がその活動を担っていますが、
この COEを契機として、それぞれのレベルでの、細
分化された地球科学の枠を乗り越えて新たな研究を

進めようという問題意識と意欲を、私個人はひしひ

しと感じています。若手の教員とポスドク研究員は

この雰囲気の牽引者であり、すでに 30回以上にもお
よぶ「横断研究セミナー」や横断的テーマの研究会

を開いて、部局や組織を超えた共同（あるいは協働）

研究グループをいくつか作りつつあります。科研費

などの外部研究資金に共同で申請しようという動き

にも、一部は発展しています。 
また「横断研究プログラム」なども含む（大学院

博士課程の院生中心の）DC 研究員によるポスター
セッションは、お互いの狭い分野を越えて、それぞ

れの発表に対してコメントするという、既存の学会

のそれとは一風異なる雰囲気で、研究の視野を広め

る機会を提供しています。博士号取得をめざす院生

には、あまり寄り道をさせずに狭い分野で効率よく

研究をさせないとダメだという雰囲気が一方では強

くあります。確かに博士課程 3年（以内）で確実に

学位を取らせるという指導教官の立場になると、つ

いつい、そのような気持ちにもなります。しかし、

もう一歩引いて、より広い視野で「地球の研究とは

何か」ということを考えた時、大学院生がより広く、

より長期的な視野と興味を深めて研究を進めるため

の「寄り道」は非常に大事なことと、私は考えてい

ます。「可愛い子には旅をさせよ。」という諺は、研

究者養成にもそのまま当てはまると思います。ポス

ドク研究員だけでなく、DC研究員も対象とした「横
断研究プログラム」は、こうした若者の｢旅｣をほん

の少し助ける重要な機会づくりでもあり、ひょっと

すると、「大発見」の場を提供しているかもしれませ

ん。 
教育面では、連続講義「COE地球学」を、環境学

研究科の特別授業として開始し、関係教官による話

題提供と院生による対話形式の講義を試行していま

す。今のところ、まだ普通のオムニバス形式の講義

になりがちであることは否めませんが、しかし、院

生による積極的な発言やコメントも徐々に増えてき

たようにも感じます。来年度は、研究科の正規の講

義として立ち上げ、各教員による「地球学とは何か」

の討論を院生諸君とともに行う講義としたいと考え

ています。 
一般向け公開セミナーを、樋口敬二館長(本学名誉

教授)のご好意により名古屋市科学館で開催しまし
た。中学・高校生にいかに、地球温暖化を含む「変

動する地球環境」の理解をさまざまな角度から解説

するという趣旨で数名の COE 関係教員による講演
と一般からの質疑応答というかたちで進めましたが、

一般の人たちからのたくさんの質問、コメントに、

私たち研究者も大いに学ぶことができ、大収穫でし

た。来年度は、さらに大々的に、「愛・地球博」と共

催するかたちの公開セミナーを開く予定です。 
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最後に、COEの永続的発展を機能させるための新
たな「太陽・地球･生命圏システム研究所（仮称）」

への動きですが、これもこれまでにのべた研究と教

育への連携と協力、共同作業を通じて、おのずとか

たちが見えてきたと、私は強く感じています。最も

関係する二つの研究所、研究センターとも来年度か

ら新所長、センター長の体制となりますが、新しい

研究組織がどうあるべきか、すでに議論が始まりつ

つあります。 
20世紀における「細分化」による地球理解の壁は、

地球を「丸ごと」見る新たな視点で乗り越えるしか

ありませんが、この方向を目指す本 COEの役割は重
大であり、当初の目標に向けて、さらに努力をする

ことこそが、当面の課題と考えています。 

････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

北欧における超高層大気の観測研究 
野澤悟徳、小川泰信、足立和寛、藤井良一（太陽地球環境研究所） 

1. はじめに 

 極域の超高層大気（高度約 90 km以高）には、頻
繁に太陽風エネルギーが流入する。そこでは、オー

ロラのような様々な興味深い現象が生起している。

地球大気は、高度が上昇するとともに希薄になるが、

高度 600 km以高まで続いている。高度 70 km以上
の大気の一部は電離（すなわち分子・原子から電子

が逃げ出し、イオン（主にプラス）と電子に分離）

して存在している。そのためこの領域の大気は、電

離圏とも呼ばれている。超高層大気（電離圏）は、

磁力線を介して磁気圏と繋がっている。我々のグル

ープは主に北欧において、EISCATレーダー、MFレ
ーダー、光学観測機器を用いて、極域超高層大気を

研究している。ここでは、われわれのグループが行

っている、北欧トロムソおよびロングイアビンにお

ける研究活動について紹介する。 
 
2. トロムソとロングイアビン 

 我々の観測拠点であるトロムソおよびロングイア

ビンの位置を図１に示した。トロムソはノルウェー 

      図２ トロムソで撮影した、オーロラ。 

 
の北部に位置し、北

緯約 70 度。ロング
イアビンはトロム

ソから約 1000 km
北に位置し、北緯 78
度。トロムソは北極

圏最大の町といわ

れ、人口約 5 万人。
ノルウェー首都オ

スロと定期便が１

日 5便程度あり、所
要時間は約 2 時間。 図１トロムソとロングイアビン  
ヨーロッパの普通の町であり、北極圏の町というに

は少し違和感がある。トロムソから１日約１便（週

6便）、ロングイアビンに定期便が飛んでいる。所用
時間は約 2時間。ロングイアビンは人口約 2000人で
あるが、ホテルは 3つ、またバーやレストランもあ
り、普通の生活が営める。北極点までわずか約 1000 
kmという感じを、町にいるときにはあまり受けない。 


